
女性研究者オンライン・ランチタイムミーティングを
実施しました～2 月 3 日～ 
 学部横断で 7 人が参加。こうした場が、あまり
話す機会のない他学部の状況がわかる貴重な機
会であること、もっとこうした機会の情報が多
くの人に届いてネットワークが広がってほしい
こと、コロナ禍で学生たちも人との出会いのチ
ャンスが減っており、特に男子学生が生き方の
多様性を知ることができるようサポートをどう
していくか、等について熱い意見交換が行われ
ました。 

一時保育利用料補助が拡充されます～コロナ禍
に伴う臨時的措置として 4 月 1 日から～ 
 コロナ禍で保育園の休園等が増えていること
を受け、一時保育利用料補助を 4 月 1 日より以
下のとおり拡充します。1回 2,000 円×10 回（年
度内上限）を 1 回上限 2,500 円×15 回（年度内
上限）に変更。また 2,000 円未満でも利用いた
だけるよう条件を変更します。ぜひご利用くだ
さい。 

 
 
 
 

学長カフェをハイブリッドで開催～2 月 3 日～ 
 佐藤学長を囲む今年度 2 回目の学長カフェを
開催、17人が参加しました（山木・住両事務局長
同席）。なかなか昇任できず、仕事のやりがいを
もてない例があること、男性たちの課題、メンタ
ルヘルスのために実効性ある研修をどう実施で
きるか、学内でのあいさつをもっと活発にしてコ
ミュニケーションをとりやすい雰囲気をつくる
ことも重要、大学全体としてこれをやっていくと
いう気運がわかりにくい、事務ルールについてな
ど多様な課題について活発な議論が行われ、学長
からも、学生のサポート、昇任、 
やりがい、仕組みの改善に、教職 
員が力をあわせて積極的に取り 
組みたいとお話がありました。 
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     男女共同参画ニュース 第 37 号 

5 年間ありがとうございました    清原桂子 
 本学では、男女共同参画を進めるにあたって、
「男女共同参画推進宣言」（2017 年 4 月 1 日）を
発表し、大学としての意思を学内外に明示すると
ともに、男女共同参画推進室が新設されました。
そして、全学的推進組織として「男女共同参画推
進委員会」（委員長：学長）と、実務を担う「男女
共同参画運営委員会」（委員長：男女共同参画推進
室長）が設置されたのです。 
 初代男女共同参画推進室長として、運営委員会
での活発な意見交換をふまえて、１つ１つ事業を
企画し、実行してきた 5年間は、たいへん実り多
いものでした。本年 3月をもって次の方にバトン
タッチしますが、多くの方々のこれまでのご支
援・ご協力に心から感謝申し上げますとともに、
引き続き室をどうぞよろしくお願いいたします。 
  （男女共同参画推進室長・現代社会学部教授） 

「『神戸学院大学 男女共同参画推進宣言』5 周
年の歩み」が刊行されました～3 月 1 日～ 
 「神戸学院大学 男女共同参画推進宣言」（2017
年 4月 1 日）から 5 年間の本学の男女共同参画推
進の歩みをまとめた標記冊子が刊行されました。 
 このかんの具体的事業、参加者 
の声、5 年間の成果と課題、5周年 
フォーラムの報告、これまでの男 
女共同参画ニュースの全て等が掲載 
されています。 
 全教職員に配布されますので、 
ぜひお手に取ってご覧ください。 

新年度（2022 年度）も、さらに男女共同参画推
進事業に取り組みます 
 2022 年 4 月をもって、2017 年 4 月 1 日の「神
戸学院大学 男女共同参画推進宣言」から 5 周年
となるため、2021 年度は、「神戸学院大学 男女共
同参画推進宣言」5周年フォーラムの開催や「『男
女共同参画推進宣言』5周年の歩み」の報告書作
成に取り組みました。「男女共同参画キャッチフ
レーズ」の募集には 700 点もの応募をいただき、
各種セミナー・フォーラム、「日曜・祝日等出勤
時一時保育」など保育 3 事業や介護個別相談会な
ども少しずつ定着してきました。 
 教員上位職（准教授以上）に占める女性比率は、
2016 年の 21.1％から 2021 年には 26.4％へ、管
理職位者に占める女性比率は、2016 年の 5.9％か
ら 2021 年には 11.7％となりました（いずれも 10
月 1 日時点）。 
新年度(2022 年度)は、「男女共同参画推進計画

2018-2022」の最終年度となり、次期「男女共同
参画推進計画 2023-2027」の策定も行います。新
年度もぜひ事業にご参加ください。 

神戸学院大学 男女共同参画推進室 
住 所 神戸市中央区港島 1 丁目 1番地 3           
電 話 078-974-1551（代表）内線 84453 

078-571-0927（直通） 
メール danjokyodo@j.kobegakuin.ac.jp 

第 4 回「男女共同参画・ジェンダー卒論発表会を
開催しました～2 月 4 日～ 
 新型コロナウイルスの感染拡大状況を鑑み、
オンラインで実施しました。学部をまたがって
6 名のエントリーがあり、パワーポイントを使っ
て 10 分ずつ研究成果を発表しました。他大学の
学生も含め、約 40人が視聴参加しました。 
 参加者全員の投票の結果、最優秀賞は「朝ドラ
の男性形象について」を発表した人文学部佐藤 
柾季さんが選ばれました。優秀賞は「神戸市にお
ける男性の育児休暇の現状と課題」を発表した人
文学部谷村祥真さん、「望まない妊娠に対する社
会的支援」を発表した人文 
学部長谷川結衣さんでした。 

要旨集は男女共同参画推進 
室で閲覧できます。 

 

  


